櫻井研究室平成21年度活動報告 by 櫻井 大八郎
  
67 The Bulletin of Institute of Technologists, No. 1 
報 告  Report  
 
櫻井研究室平成 21 年度活動報告 
 
原稿受付 2010年 4月 29日 
















年度いっぱいフォローしてみる．その他，院生 1 名，学部生 7 名全員が就職できたのは，この時期にお
いては幸運であった．また，碧蓮祭のものつくり大賞で，ラボ院生が大賞は逃したものの 2 位入賞であ
り，ラボ学生が応募した SOHO 協議会主催の懸賞付き学生論文で敢闘賞を得た．また，行田市から依頼
されたモニュメントの制作も無事完了した．忙しくはあったが，充実した 1 年であった． 
2．学内教育活動 




2.2 大学院サステイナビリティ技術特論 （３Q）1コマ/W 
 地球環境・資源・エネルギーについて，学外非常勤講師 2 名を含め，持続可能な社会とそれを実現す
るに必要となる諸技術について話し，ものづくりに必要となる技術コンセプトについて議論した． 
2.3 大学院ものつくりプロジェクト実習１～４（１Q ～４Q）4コマ/W 
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2.4 大学院ものつくりプロジェクト実習５，６（１Q，２Q）4コマ/W 
 大学院 2 年生 1 名に対し，「未利用資源の有効利用に関する研究」の実験・研究指導を行った．本研
究では，実験用のロータリーキルンを製作し，これを用いて RDF の炭化を行うなど，工業化に向けた研
究とした． 
2.5 大学院ものつくり課題研究１，２ （３Q，４Q）4コマ/W 
 大学院 2 年生 1 名に対し，「未利用資源の有効利用に関する研究」の研究論文作成，発表技術等に関
する指導を行った． 
2.6 大学院ものつくりデザイン （２Q）1コマ 
 大学院 1 年生 5 名に対し，「プラントデザイン」として，製鉄プラント，廃棄物処理プラントの実例
をベースとして，その手順・考え方・具体的方法について講義した． 
2.7 鋳造および実習 A，D （１Q）2コマ/W X2 




















2.11 創作評価 D（４Q）4コマ/W 
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の種類と特性および用途について講義した． 













 大学院修士課程 3 名，学部 4 年生 7 名に対し，それぞれのテーマについて研究・実験・論文指導を行
い，それぞれ修了，進級，卒業させた． 


















































































































 日本鋳造工学会 第１５４回全国講演大会 （2009.5．30，早稲田大学）において 
「アルミニウム合金ダイカストスリーブ内の凝固層に関する研究」 
「アルミニウム合金ダイカストスリーブ内の破断チル層に関する可視化模擬実験」 
の 2 件を口頭発表した 
7．その他の学外活動 
7.1 中央職業能率協会 中央技能検定委員 
昨年度に引き続いて，特級 鋳造，特級 品質管理の中央技能検定委員を務め，試験問題の作成，解
説，チェック等に参加した． 
7.2 独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 NEDO技術委員 
 独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構からの委嘱を受け，NEDO 技術委員として，NEDO 
で実施した研究開発の事後評価を実施した． 
7.3 行田市産業廃棄物処理施設等設置調整審査会委員 
行田市からの委嘱により，行田市産業廃棄物処理施設等設置調整審査会委員として活動した． 
7.4 行田市モニュメントの制作 
行田市から依頼されていた，１２５号線沿いの歩道にモニュメントを設置する制作も「行田市の歴史
と文化」というテーマで昨年度３体，今年度３体の計６体を制作し，所定の場所に設置した． 
 
  
